
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６４０１

基盤研究(C)

2014～2011

遠隔チューター参加による少人数グループ化日本語授業の有効性に関する研究

A Study of the Model of Japanese Class Using Japanese Students as a Private 
Language Tutor by Video Call

３０３７２７３３研究者番号：

大塚　薫（OTSUKA, KAORU）

高知大学・教育研究部人文社会科学系・准教授

研究期間：

２３５２０６３４

平成 年 月 日現在２７   ６ ２４

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は、遠隔地（海外）にいる日本語学習者に対して、インターネットを通じて会話及
び作文教育を多様な方法で実施し、その効果を検証し教育現場での直接的な応用を研究するものである。
　具体的には、韓国において大人数クラスで行われる遠隔教育授業内に教授者とともに複数の日本人学生チューターを
構え、学生間の相互交流を図るとともに、学習者にとっては日本語能力の、チューターにとっては日本語教授能力の向
上を育成することを目標として実践的な遠隔授業が行われた。中国においては、インターネット回線の速度に限界があ
り、既存のカリキュラム内に日本語教育関連以外の産官学の専門家による主題別講義形式の授業を構築した。

研究成果の概要（英文）：This research is a model of Japanese language class which Japanese students 
support as a private language tutor in Korea. Japanese language classes on university in Korea have many 
students per one Japanese native teacher. It is difficult to have enough chance to speak Japanese. In 
this study, Japanese language class was planned to attend 5 to 10 Japanese university students as a 
Japanese language tutor by internet video call (Skype) on more than 20 Korean students. Japanese language 
tutors not only taught in the class but also had private after school lessons. The result showed Korean 
students were able to receive advices for presentation and practice Japanese language, and Japanese 
student’s interest and enlightenment in Korea were increased.

研究分野： 日本語教育学
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１．研究開始当初の背景 
日本語教育分野において、IT 技術の発達は、

多種多様で効率的な授業形態を可能にした。

これにより、大塚(2004)では対面授業と比較

し、より効果的な授業をするために誰もが簡

単 に 無 料 で 利 用 可 能 な SNS(social 

networking service)を授業に応用した研究

が実施された。これは、教授者が対面授業時

にSNSを授業の補助手段として応用した授業

を通して考察を行ったものである。その授業

を始めとして、2005-2006 年度にかけては科

学研究費の補助を受けて若手研究(B)「イン

ターネットコミュニティを利用した遠隔作

文教育における教材開発に関する研究」(研

究代表者 大塚薫、課題番号 17720127、研究

期間 平成 17-18 年度)を実施した。これは、

インターネットの普及が活発な韓国の大学

における日本語学習者を対象に、日本現地の

ネイティブ教授者によるSNS及び画像音声チ

ャット機能を利用した様々な形態の授業を

実施し分析、考察を行ったものである。 

このような研究を実施してきた 2、3 年の間

にも IT 技術及びインターネット回線速度は

向上し、以前の研究で最大の問題点であった

画像チャット機能における画面の大きさ及

び音声や画像の停止、遮断などの問題は飛躍

的な改善を遂げた。このような環境の変化に

伴い、IT 技術を応用した日本語教育における

授業方式の効率化のための研究の一環とし

て2007-2010年度にかけて科学研究費補助金

により「無線インターネットを利用したネイ

ティブ教授者参加型ティームティーチング

授業の研究」(研究代表者 大塚薫、課題番号

19720124、研究期間 平成 19-22 年度)が行わ

れた。ここでは、コンピュータ及びウェブカ

メラさえあれば誰でも利用できるインター

ネット画像通話機能を利用して授業が実施

された。具体的には、韓国内の高等学校及び

複数の大学において現地の非ネイティブ教

授者と日本国内のネイティブ教授者が遠隔

参加型協働授業(ティームティーチング)を

実施して問題点及び効率性に関する考察を

行った。このような遠隔協働授業におけるネ

イティブ教授者の役割としては、話す・聞

く・読む・書くの四技能の中では、学習者の

話す・聞く及び書く技能に特化した授業にお

いて貢献度が高いことが分かった。 

以上のようなコンピュータ及びインター

ネットを利用した授業効率化のための研究

は現在、さらなる変化を見せつつある。従来

は、学校及び公共教育機関においては有線

LAN を利用した授業のみが可能であった。つ

まり、特定有線 LAN が完備されている教室内

で、固定された設備及びコンピュータを利用

した授業のみが行われていたということで

ある。これは、画像を通じて実施される遠隔

参加型授業が一つの場所ではただ一名のみ

の参加が可能であることを意味している。し

かし、無線 LAN 技術の普及及び廉価なノー

ト・パソコンまたは iPhone、iPad 等の無線

インターネット端末によるコンピュータの

急速な普及は新しい形態の授業を可能とし

た。 

現在、海外の高等教育機関及び高等学校の

日本語教育における会話及び作文授業では、

一人の教授者に対して 20～50 名の多数の学

習者が参加しており、対話型授業よりは単純

詰めこみ型授業が行われている状況が多々

見られる。しかし、このような授業に複数の

ノート・パソコン及び無線端末が利用される

ことにより、複数の日本にいるチューターを

授業に参加させることで小グループ化が図

られ、会話及び作文授業の効率性の極大化が

期待される。 

 
２．研究の目的 
本研究は、現在までの研究の流れを汲み、

学習者にとってネイティブ教授者の必要度

が高かった会話及び作文の授業を中心とす

る。海外においてはネイティブ教授者の数が



限られており会話のクラスにおいても 20～

50 名程度の大人数クラスで授業を受ける場

合がしばしばある。その現状を鑑みて、日本

現地の日本語教育を志す学生をチューター

として、授業内で小グループを作り各グルー

プをチューターが担当しネットを通じて対

話を試み、学習者の日本語力向上を図るとと

もに相互理解を深めていくというコンセプ

トのもと授業を実施する。特定の大人数クラ

スを取り上げ、クラス内で何名のチューター

が指導に当たるのが適当かに関しても調査

を進める。 

研究期間内においては、以下の 3点の目的

を達成していく。 

 

(1) 日本人チューターと日本語学習者の相互

交流を図り、チューターにとっては日本

語教授能力の、学習者にとっては日本語

能力の育成を図るべく遠隔授業方法の応

用を分析、研究する。 

(2) 大人数クラスにおいてチューターとして

複数の日本人学生を活用した日本語教育

方法を構築する。 

(3) 遠隔教育における会話及び作文授業にお

いて、日本語学習者のコミュニケーショ

ン能力が向上するための授業の方案を樹

立する。  

 
３．研究の方法 
  本研究は、現在までの遠隔教育の研究結果

を踏まえて、学習者のコミュニケーション能

力の育成を目指した実践的な遠隔授業方法

を構築するものである。具体的には、前回の

研究で行った遠隔地(海外)における大学の日

本語授業内に現地の教授者及びネットを通

じて参加した日本の教授者が協働で実施し

たティームティーチング授業と今回行う複

数のチューター参加型少人数グループ別授

業を比較し、学習者のコミュニケーション能

力の向上に関する授業分析を実施する。 

また、複数のチューター参加型遠隔会話授

業において、少人数グループを何名で形成す

るのが妥当かについても同一クラス内でチ

ューターの人数を変えて授業を実施し、学習

者の発話・質問回数及び内容や授業アンケー

トを分析した上で明らかにしていく。さらに、

日本語学習者の多い国である韓国・中国にお

ける日本語学習者を対象に、レベル別に複数

チューター参加型遠隔会話及び作文授業を

実施し、レベル並びに国によって学習者の日

本語能力の向上がいかに影響を受けるかを

調査する。 

その上で、各授業別に調査したデータを比

較・分析し、コミュニケーション能力育成に

特化した複数チューター活用授業の実践的

な応用を考えていく。また、チューター参加

型遠隔教育による効果的な会話及び作文教

材のコンテンツを開発し、データベース化を

図る。 

遠隔授業の方法としては、複数の日本人チ

ューターがインターネットを通じて遠隔地

(海外)の大人数クラス(20～50 名程度)の日

本語授業に接続し、少人数グループ(5～6 名

程度)の会話・作文教育を現地の日本語教授

者の指導の下、韓国並びに中国の日本語学習

者を対象として進めていくものである。授業

は、現地の日本語教授者が進行をコントロー

ルするが、基本的には、チューターと学習者

による対話を通して進行していく。チュータ

ーは授業内で分けられた各グループのパソ

コンに自宅や大学等から接続し、少人数グル

ープを担当し小グループ内での会話及び作

文の指導に当たる。現地の日本語教授者は、

チューターが学習者の質問や指導に戸惑っ

ている場合、そのグループに参加しチュータ

ーを手助けする。 

授業においては、予め SNS 上に載せられた

課題について考えさせた後に授業に臨むよ

う学習者を指導する。会話の授業では、小グ

ループに分かれてテーマに基づいた討論を

中心に意見を交わし合う方式で授業を行う。



作文の授業では、学習者が課題として書いて

きた作文をグループ内で順次発表し、それに

対するピア・レスポンスを行う方法で授業を

進行していく。チューターは日本における考

え方や自分の意見を示し、学習者にある種の

問題提起を行う役割も担う。 

 
４．研究成果 

  本研究で行われた遠隔協働日本語授業は、

以下の通りである。 

(1) 期間：2011年9月～12月 
授業時間・回数：週１回150分(75分×2コマ) 

全16回(遠隔6回) 
  学習者：韓国人日本語専攻学生22名 
   教授者：韓国側：日本語母語話者教師 

日本側：日本人学生チューター9名 
  授業方法：１名のチューターが１グループ(3・4 

名)を担当 
    使用機器：各国パソコン6台ずつ 
  アプリケーション：Skype  
(2) 期間：2012年3月～6月 

授業時間・回数：週2回75分×2コマ 
全32回(遠隔9回) 

  学習者：韓国人日本語専攻学生22名 
(中国人学生１名) 

   教授者：韓国側：日本語母語話者教師 
日本側：日本人学生チューター10名 

  授業方法：全体・グループ画像接続、個別チュー 
ター接続 

    使用機器：各国パソコン・個人スマートフォン 
  アプリケーション：Skype 、Time Viewer 
(3) 期間：2012年9月～12月 

授業時間・回数：週１回150分(75分×2コマ) 
全16回(遠隔6回) 

  学習者：韓国人日本語専攻学生30名 
   教授者：韓国側：日本語母語話者教師 

日本側：日本人学生チューター5名 
  授業方法：１名のチューターが１グループ(5・6 

名)を担当 
    使用機器：個人スマートフォン 
  アプリケーション：Kakao Talk  
(4) 期間：2012年10月～12月 

授業時間・回数：日本側：週2回180分 
全32回(遠隔5回) 
中国側：週1回80分 
全17回(遠隔5回) 

  学習者：日本側：留学生18名 
       中国側：日本語専攻学生24名 
   教授者：日本側：日本語母語話者教師 

中国側：日本語非母語話者教師 
  授業方法：全体画像接続による自己紹介、発表の 

仕方の説明、討論等 
    使用機器：パソコンまたはiPad各国2台ずつ 
  アプリケーション：Skype 、Time Viewer 
(5) 期間：2013年3月～6月 

授業時間・回数：週2回75分×2コマ 

全32回(遠隔10回) 
  学習者：韓国人日本語専攻学生23名 
   教授者：韓国側：日本語母語話者教師 

日本側：講義担当講師6名・留学生10 
名・地域住民５名 

  授業方法：全体画像接続による講義、質疑応答、 
発表 

    使用機器：パソコン各国1台ずつ 
  アプリケーション：Skype 、Time Viewer 
(6) 期間：2013年10月～12月 

授業時間・回数：日本側：週1回90分 
全15回(遠隔10回) 
中国側：週1回160分 
全17回(遠隔10回) 

  学習者：日本側：留学生11名・日本人学生3 
            名 
       中国側：日本語専攻学生21名 
   教授者：日本側：講義担当講師5名・中国人大学 

院生1名 
中国側：日本語母語話者教師・日本語非 

母語話者教師 
  授業方法：全体画像接続による自己紹介、講義、 

質疑応答、討論等 
    使用機器：パソコン各国1台ずつ 
  アプリケーション：Skype 、Time Viewer 
(7) 期間：2014年4月～6月 

授業時間・回数：日本側：週1回90分 
全15回(遠隔6回) 
韓国側：週2回150分 
全32回(遠隔5回) 
中国側：週1回80分 
全17回(遠隔6回) 

  学習者：日本側：留学生12名・日本人学生2 
            名 
                   韓国側：日本語専攻学生11名・他2名 
       中国側：日本語専攻学生21名 
   教授者：日本側：講義担当講師3名 
                   韓国側：日本語母語話者教師 

中国側：日本語母語話者教師・日本語非 
母語話者教師 

  授業方法：全体画像接続による講義、質疑応 
答、討論 

    使用機器：パソコン各国1台ずつ 
  アプリケーション：Skype  

 

 これらの遠隔協働日本語授業は、特別な施

設がなくてもインターネットに接続可能な

個人のコンピュータとウェブカメラとマイ

クさえあれば、誰でも利用可能な画像通話機

能を使用して行われた授業であり、双方の顔

を見ながら対話できる安定的な一般教室内

の設備のみで行われたものである。 

(1)～(3)が遠隔チューター参加による少

人数グループ化日本語授業であり、無線イン

ターネット環境がある程度整っている日本



と韓国を繋いで行われた授業である。韓国側

で行われている正規の授業に日本現地から

日本人学生チューターが接続し、小グループ

に分かれて討論を行うという形で交流が行

われた。 

(4)～(7)は遠隔協働日本語授業であり、

(4)と(6)は日本と中国を、(5)は日本と韓国

を繋いだものであり、(7)は日本と韓国と中

国の3ヶ国間を繋いで行われた遠隔授業であ

る。(5)は、韓国で行われている正規の授業

に日本現地の講義担当教員並びに地域の住

民、留学生が遠隔で接続し、講義や質疑応答、

相互の交流が行われた。(4)・(6)・(7)は、

日本と中国または日韓中の3ヶ国のそれぞれ

で正規の授業が並行して行われ、その授業の

中で遠隔講義とその講義内容に関する質疑

応答、討論が盛り込まれた授業を構築した。 

 (1)～(3)の遠隔チューター参加型少人数グ

ループ化授業の特長としては、以下の４点が

挙げられる。 

① 日本人チューターと日本語学習者の相互

交流を図り、前者にとっては日本語教授

能力が、後者にとっては日本語能力が育

成された。 

② 大人数クラスにおいてチューターとして

複数の日本人学生を活用することにより、

日本語学習者の動機づけを高め、聞き手

を意識した日本語授業の構築が図れた。 

③ 遠隔教育における日本語授業で、双方向

型のフィードバックの機会を取り入れる

ことにより、日本語学習者のコミュニケ

ーション能力が向上するための授業方法

が樹立された。 

④ 授業の進度に沿った会話中心の課外補習

を行うことにより 4 技能の連係が図られ、

より実践的なコミュニケーションスキル

を修得することができた。 

 また、(4)～(7)の遠隔協働日本語授業にお

いては、以下の４点の特長が見られた。 

① リアルタイムで日本語を使用し日本人を

始め、複数の国の日本語学習者同士で交

流することができた。 

② 複数の国で同時に日本語教育専門外の教

員によるオムニバス形式の講義の受講が

可能であった。 

③  留学前に協定校に関する情報を得るこ

とができ、留学先の教員や学生との繋が

りが築けた。 

④ 国内外で日本の大学の専門の講義内容を

聞くことができた。 
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